
修復機能・デジタルアーカイブ機能に
係る主な論点への意⾒

国⽂学研究資料館 ⻘⽊ 睦

国⽴公⽂書館の機能・施設の在り⽅等に関する調査検討会議
保存・利⽤⽀援等ワーキンググループ（第１回）
⽇時：平成２８年８⽉３０⽇（⽕）

１０時００分〜１２時００分
場所：中央合同庁舎第８号館６階 ６２３会議室

資料６
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【現状】
• 修復

• デジタル化

• 公⽂書館の報告を受けて
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適切な優先度の判断に基づき
戦略的に→積極的に
修復及びデジタル化を進めることの重要性

• 現状を踏まえ加速して対応することの必要性
→デジタル化
→PR広報
→利⽤拡⼤

• 本来は、利⽤頻度・利⽤ニーズ調査
→デジタル化

• 残念ながら、研究動向や利⽤傾向がつかめない
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• 保存修復の原則
1 原形の保存
2 安全性
3 可逆性
4 記録化
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修復⽅法を選択するための利⽤の条件

現物利用

閲覧

展 示撮影時対応

強化大

強化中

強化小
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修復、デジタル化を進める上での重要なポイント

• 資料保存のマネージメント

• 資料保存を「経営的・財政的に考慮」する。
• 「資料保存＝修復・補修」と理解する場合が多く、こ

の任務は保存修復専⾨家の領域と考える傾向が強い。
しかしアーカイブズでの資料保存は広範囲、包括的な
概念と理解することが求められる。

• 修復は重要だが、しかしそれは諸種の保存⽅策のーつ
に過ぎない。

• 資料保存を包括的概念として理解すれば、アーカイブ
ズの維持管理がマネジメント（管理）業務であること
も理解される。

• 資料保存は技術的な課題でなく、技術的⽅策を組み⽴
てて計画的に構築するマネジメント（管理）が課題で
ある。
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保存担当者/保存管理専⾨職
（プリザベーション・アドミニストレーター）とは

• アーカイブズの中で、収蔵史料・史料群全体の保存管理
を考える（統括する）

• 修復専⾨職（コンサベーター）のような技術専⾨職で
はない。

• 保存の確固たる理念を持ち、アーカイブズの保存⽅針と
保存計画を⽴案する能⼒が求められる。
例えば、修復を外注する際、業者や技術者と対話と協議
を重ねてやれる⼈。

• 専⾨的知識と技術を習得した⼈。⼀部の特別な史料を⼤
切にする⼈ではない。

• 予算措置や概算の積算など、資⾦的権限も持っている⼈。
図書館や博物館にも必要です。



修復作業とデジタル化作業の連携の必要性、
連携する場合の効率的な業務フローの在り⽅
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アーカイブズの業務 20100510⻘⽊改訂
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アーカイブズの機能と空間-概念図
デジタル化 内製化

検索手段
データ化

害虫処理室

脆弱な資料
タイプに合わせた環境
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修復、デジタル化関連施設の整備条件（室内環境、
必要な設備、階数など施設内における配置等）

• 収蔵庫へのアクセス頻度が低いのは

博物館＞アーカイブズ＞図書館
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アーカイブズ周辺の温湿度環境

• 収蔵庫へ向かうに従って変化の少ない環境→急
激な変化を避け、⽇変動を最低に

• 変温恒湿での環境制御の考え⽅
→四季の温度設定、65%RH以下での制御

外
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収蔵施設の位置
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アーカイブズの物理的階層-例

資料の導線と⼈の導線をクロスさせない

地球環境とアーカイブズ
• 環境保護

→薬剤の使⽤の⾃粛
• 地球温暖化対策

→収蔵庫・展⽰室環境(温度・湿度・照明)
の⾒直し

• 世界の気象動向
洪⽔の頻度増加と被災地拡⼤
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デジタル化後の資料の取扱い
（災害に備えたバックアップの観
点も含めた保存場所の考え⽅等）

• つくば分館の役割→付近施設との関連
放射光科学研究施設 Photon Factory（PF）高エネル
ギー加速器研究機構（KEK）茨城県つくば市
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原資料と資源情報化メディアの役割

原資料

資源情報化メディア
電⼦媒体

資源情報化メディア
物理的媒体

電⼦情報によるカラー画像など
地理的制約の緩和 保存の不安定さ
詳細な情報、情報の更新・編集可能

紙・MFなどによる⽩⿊・カラーの画像
原物の質感を再現 保存可能性⾼い

オリジナルの普遍的価値
原物の質感への接触可能
豊富な物理的情報
・原物保存の責務-保存環境

予防的保存措置、修復
保存を考えた利⽤



原資料と資源情報の
トライアングル保存
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• 国際的協定を模索→ICAの動向

International Research on Permanent Authentic Records in 
Electronic Systems（電⼦記録の永久真正性に関する国際研究プロジェクト）
ブリティッシュ・コロンビア⼤学（ルチアナ・デュランチ）中⼼。⽶・加・欧・
豪・アジア各国際チーム

• 中国－重慶市档案館報告、バックアップについて、
「３００キロメートル以上に離れ、かつ同流
域または同地震帯に⽴地しないこと」

○アーカイブ関連施設整備における
ベースとなる考え⽅

• 参考資料を参照ください。
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2121

国⽂学研究資料館
建築・設備のポリシー
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保存図書館の役割

• 本ケースとカバーを
ともに残した収納と
配架

• 原形保存と物理的保
存のために-劣化損傷
の予防

• どこが保存していけ
るのか?

• 電⼦図書館の役割



今後のお願い
• これから⽇本におけるMLA連携の観点から、

国⽴国会図書館、国⽴⽂化財機構東京国⽴博
物館における収蔵施設の現状と課題について
報告をお願いしたい。
→国会図書館の地下書庫、博物館における収
蔵庫改善の具体的内容と効果について

• 参考－2002年『博物館・アーカイブズ・図
書館のためのコレクション・ケア基準:⾃⼰
点検マニュアル』
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